
年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度　　　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 4 組

教科担当者：

使用教科書：（　 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２年生の復習
・半導体の基本について理解してい
る。
・ダイオードの基本およびダイオー
ドの種類について理解している。
・トランジスタの基本と基本動作を
理解している。
・ＦＥＴの基本と基本動作を理解し
ている。
・増幅回路の種類と基本を理解して
いる。
・負帰還増幅回路を理解している。
・ディジタル回路の基本を理解して
いる。

＜指導項目＞

第１章から第３章までの抜粋

【知識・技能】
・電子技術に関する基礎的・基本的な知識を
身につけ、現代社会における電子技術の意義
や、役割を理解している。
・電子技術を利用して、基本的な回路を効率
よく作ることができる。

【思考・判断・表現】
・電子技術に関する基礎的・基本的な知識を
活用し、実践的な回路を思考・判断できる。
また、電子技術の原理を発展的に理解でき
る。また、電子技術の原理を表現することが
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・電気を信号として利用し、身近な電子機器
に関する電子技術に関心を持ち、知識と技術
を身につけようとしている。

○ ○【知識・技能】
・電子技術に関する基礎的・基本的な知識を
身につけ、現代社会における電子技術の意義
や、役割を理解している。
・電子技術を利用して、基本的な回路を効率
よく作ることができる。

【思考・判断・表現】
・電子技術に関する基礎的・基本的な知識を
活用し、実践的な回路を思考・判断できる。
また、電子技術の原理を発展的に理解でき
る。また、電子技術の原理を表現することが
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・電気を信号として利用し、身近な電子機器
に関する電子技術に関心を持ち、知識と技術
を身につけようとしている。

第４章　通信システムの基礎
・電話機と電話交換，通信線路，通
信の多重化の概要について理解して
いる。
・電波，アンテナ，無線送受信機な
どの概要について理解している。
・AM受信機やFM受信機の内部を観察
し，高周波増幅回路や低周波増幅回
路などの動作を確認する技能を習得
している。

＜指導項目＞

　１節　有線通信システム
　２節　無線通信システム
　

科目「電気回路」の知識を基本にして，電子技
術に関連する知識を身につけている。
測定器などの取り扱いかたや有効的な利用法を
知っている。
測定対象から，適切な測定器と測定回路を組み
合わせることができる技能を有している。

新技術は基礎技術の積み重ねで成立しているこ
とを理解し，その有用性を考察できる。
必要な資料を選択して調査を行い，電子技術に
関する内容を，数式やグラフによる表現を活用
して整理し，報告書を作成できる。

「電子技術」実教出版（工業７４４）

工業

工業に対する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を身に付けている。

よりよい社会の構築を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的 に取り組む態度を身に付けている。

電子技術

【 知　識　及　び　技　能 】

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

工業の各分野について体系的・系統的に理解しているとともに、関連する技術を身に付けている。

電子のふるまいを利用した電子技術に関心をも
ち，積極的に基礎技術を学んで新しい技術を習
得する意欲をもつ。

工業 電子技術 2

町田工科

（４組：田口　文明）

工業 製図（選択科目）
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＜指導項目＞

３節　データ通信システム
４節　画像通信
５節　有線関係法規

【知識・技能】
・電子技術に関する基礎的・基本的な知識を
身につけ、現代社会における電子技術の意義
や、役割を理解している。
・電子技術を利用して、基本的な回路を効率
よく作ることができる。

【思考・判断・表現】
・電子技術に関する基礎的・基本的な知識を
活用し、実践的な回路を思考・判断できる。
また、電子技術の原理を発展的に理解でき
る。また、電子技術の原理を表現することが
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・電気を信号として利用し、身近な電子機器
に関する電子技術に関心を持ち、知識と技術
を身につけようとしている。

第５章　音響・映像機器の基礎
・音圧と音圧レベル，音速と音波の
波長，振動数の関係について理解で
きる。
・マイクロホンやスピーカについ
て，その種類と特性および動作原理
などを理解できる。
・各種のマイクロホンの構造を観察
し，出力電圧から電圧感度を求める
技能を習得している。
・音響装置として，オーディオアン
プ，CDプレーヤ，携帯型音楽プレー
ヤなどの概要について理解できる。
・ディジタルカメラやビデオレコー
ダの種類と構成について理解でき
る。
・CD，DVD，BDなどの光メディアを
比較して観察し，資料を調査して，
外観や特性などの違いを検討するこ
とができる。
・各種ディスプレイ装置やタッチパ
ネルの特性を把握し，動作原理につ
いて理解できる。
・その他の画像機器について，動作
原理や特徴について理解できる。

＜指導項目＞

１節　音響機器
２節　映像機器

【知識・技能】
・電子技術に関する基礎的・基本的な知識を
身につけ、現代社会における電子技術の意義
や、役割を理解している。
・電子技術を利用して、基本的な回路を効率
よく作ることができる。

【思考・判断・表現】
・電子技術に関する基礎的・基本的な知識を
活用し、実践的な回路を思考・判断できる。
また、電子技術の原理を発展的に理解でき
る。また、電子技術の原理を表現することが
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・電気を信号として利用し、身近な電子機器
に関する電子技術に関心を持ち、知識と技術
を身につけようとしている。

15

合計

70

第４章　通信システムの基礎
・データ伝送，ディジタルデータの
交換，コンピュータを用いた通信な
どの基本的な知識が身についてい
る。
・校内LANなどを利用したデータ通
信を観察し，IPアドレスやドメイン
などを調査することができる。
・ファクシミリの原理および主走査
と副走査の関連，データ圧縮などに
ついて理解できる。
・ディジタルテレビジョンの送信と
受信，画面の構成，信号の伝送方
式，特徴などについて理解できる。
・データ圧縮技術の概要とデータの
符号化・復号化ついて理解できる。
・通信関係の各法規について，その
目的を理解し，各法規の概要に関す
る知識が身についている。

第６章　電子計測の基礎
・高周波基本計測においては，表皮
効果，漂遊容量，漂遊インダクタン
スは重要な要素であることが理解で
きる。
・高周波における電流・電圧・電
力・インピーダンスの測定原理が理
解できる。
・熱電電流計によって高周波電流を
測定し，検波増幅形電子電圧計や増
幅検波形電子電圧計で高周波電圧を
測定する技能が習得されている。
・ディジタルマルチメータやディジ
タルオシロスコープなどの電子計測
器の原理や特徴などが理解でき，計
測に応用するさいの知識が身につい
ている。
・ディジタルマルチメータで直流・
交流の電圧，電流，抵抗などを測定
し，ディジタル周波数計で周波数を
測定する技能が習得されている。
・ディジタルオシロスコープで各種
波形を観測する技能が習得されてい
る。
・応用計測（位置・回転数・磁気・
温度・圧力など）の基本構成および
各種センサと応用計測の概要につい
て理解できる。

＜指導項目＞

１節　高周波計測
２節　電子計測器
３節　センサによる計測

【知識・技能】
・電子技術に関する基礎的・基本的な知識を
身につけ、現代社会における電子技術の意義
や、役割を理解している。
・電子技術を利用して、基本的な回路を効率
よく作ることができる。

【思考・判断・表現】
・電子技術に関する基礎的・基本的な知識を
活用し、実践的な回路を思考・判断できる。
また、電子技術の原理を発展的に理解でき
る。また、電子技術の原理を表現することが
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・電気を信号として利用し、身近な電子機器
に関する電子技術に関心を持ち、知識と技術
を身につけようとしている。

○ ○ ○ 20


